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認定送出機関

①技能実習・特定技能人材の候補生
②帰国人材

ベトナム国立農業大学（VNUA）
【教育訓練機関】

受入産地（農家） 学内に人材開発提供セン
ターを設置し、日本語教育等
を行い、特定技能含めた送出
を推進

①農業開発（農家所得の向上）
②人材の送出（外貨獲得、人材育成）

ベトナム政府（農業・農村開発省）

①農業分野の人材確保
②関連企業の海外展開

JAグループ

対象地域（受入先と営農形態が
類似している地域を想定）

目標：日本とベトナムの産地が共に発展するモデルの実現 －地域・組織間連携－

監理団体

JICA専門家派遣
「農業人材開発アドバイザー」

①連絡調整の強化

②産地間マッチング（農産物・作業
内容等）の実施（送出・受入の戦
略性向上）

③送出前の研修充実化

④帰国人材の支援強化（就業・起
業支援、日本企業紹介）

⑤特定技能の送出推進

人材の送出・受入

よりよい枠組みとするために（アイディア）
１．JA関係者の派遣
①VNUAや附属校での送出前研修の講義（農業・日本語）
②ベトナム対象地域の視察、農業支援（営農指導、組織化等）
③JICA技術協力プロジェクトでの連携（帰国人材等の農家グループや地域を重点
的に支援し、農家所得向上を実施）

2．JA関連企業や地元企業の海外展開

3．受入産地からの実習内容のアピール
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アクティブチェーン農学

ラオス政府（農業森林省）

XQN県・郡農林事務所

現地農民＆帰国技能実習生

ファーマーズ協同組合
（日本側監理団体）

JICA

海外協力隊・専門家派遣
短期又は長期（シニア・若手）

●村落開発
●農家や法人指導

組織設立
●投資・財政支援
●栽培指導

監督

技術協力
●枠組みづくり支援調査
●ラオス政府との調整

①貧困農民の生計向上
②日本への信頼向上
（日本に来る人材増）

①人手（技能実習生）の確保
②良質なニンニク種子確保
③ビジネス展開
④異文化理解の推進

香川県、関係機関など

それぞれの取り組み案
を記載した3者間ミニッ
ツの締結（2019年10
月から3年間）

シェンクワン（XQN）県

ラオス北部の山岳地帯。温帯果樹や
野菜生産適地。少数部族や不発弾が
多く、農業開発も遅れており貧困地帯。

近隣諸国への輸出、国内
市場への出荷

外国人材の還流モデル（ラオス×香川）

技能実習生受入れ

母国への帰国

現地農業生産法人

YASAI MAKMAI
●苗木生産・技術指導

●集荷・販売、日本語教育

篤農家

●果樹・野菜生産

●ニンニク種子生産

組織化 組織化支援・栽培指導

雇用就農

協力

オール香川

農家 農家


